
No 質問箇所 質問事項 回答

1
特記仕様書
P13

貸与品の標識車は1台と考え、高速道路上の規制を2箇所行う
場合は、規制車の貸与は1台のみという理解でよろしいで
しょうか。また、工事期間中に1受注者で2箇所の高速道路上
の規制は可能でしょうか。

貸与可能な標識車は1台です。
高速道路上の規制を2箇所で行う場合は、標識車は2台必要で
す。
また、工事期間中に受注者が2箇所の規制を行う場合は、別途
受注者の負担で規制に必要な機材等を準備する必要がありま
す。

2
特記仕様書
P13,29,34

「ウォータージェット工法による表面処理工やはつり工は水
道水を使用すること。」とありますが、P13の工事用材料に
関する事項の連絡等施設内の設備からの取水は水道水という
理解でよかったでしょうか。また、水道水と指定している理
由をご教示願います。

連絡等施設内の設備からの取水は水道水です。
また、水道水としてしているのは、品質を確保するためで
す。

3
特記仕様書
P15

高速道路上の交通規制を行う場合に受注者に求める資格など
はございますか。

共通仕様書1-25-8保全安全管理者に示す通り、保全安全管理
者を定めて設置してください。

4
特記仕様書　P16
工事車両の休憩施設について

今回の工事では連絡施設内の設備は休憩時や規制前の集合場
所として貸与はされないということで、別途集合場所や休憩
場所は受注者で準備を行う必要があえい、参考見積もりにも
反映させる必要があるとの理解でよろしいでしょうか。

貴社の施工計画に基づきお考えください。

5
特記仕様書
P21

今回の工事では業務用プレートは、受注者で準備する交通規
制の設置、撤去に関わる資材運搬車と発注者から貸与される
標識車のみの理解でよろしいでしょうか。また、週間工程会
議などのために移動に使用する車や工事のために使用する車
両は対象外という理解でよろしいでしょうか

そのとおりお考えください。

6
特記仕様書
P23

「現況の遊間量及び設計延長の測定を行い、設計図書を照査
するものとする。」とありますが、こちらの照査については
技術者の資格など条件はございますか。

本設計図書の照査を行う技術者の資格条件はありません。

質問に対する回答書

件名）上信越自動車道　高崎管内橋梁補修工事



7 ⑤工事工程表

冬季期間も施工を行うこととなっていますが、気温の低下に
より、断面修復やはく落防止等の作業が出来ない可能性があ
ります。今回の見積活用方式のための参考見積書については
冬季期間も施工可能なものとし、積算を行うという理解でよ
ろしいでしょうか。

貴社の施工計画に基づき必要な費用を計上してください。

8
入札公告　P9
4-6.技術提案書の採否の確認
等

技術提案の採点方法ですが、評価項目①と②のそれぞれの技
術提案1、2に対して採点するということで、それぞれの最高
点が7.5点であり、その合計が30点という理解でよろしいで
しょうか。
例えば評価項目①に対して技術提案1のみの提出で、技術提
案2がない場合は評価項目①の評価点は7.5点という理解でよ
ろしいでしょうか。

そのとおりです。

9
入札公告　P7
4-3.技術提案書の作成

ページ数の限度はA4判1枚（片面）としていますが、評価項
目の資料などを2枚目以降に添付することは可能でしょう
か。
また、2枚目以降の用紙はA4判1枚（片面）という理解でよろ
しいでしょうか。

技術提案書のページ数の限度はA4判1枚（片面）です。

10
入札公告　P7
4-3.技術提案書の作成

技術提案書の文字の大きさは10ポイント以上となっています
が、図表の部分についてはこの限りではないとの理解でよろ
しいでしょうか。
また、評価項目①と②の記載する量が違う場合や技術提案1
と2の記載量が違うは、枠線の高さを上下させてもよろしい
でしょうか。

図表に示す文字の大きさの定めはありませんが、認識可能な
大きさとしてください。
また、評価項目①と②の記載する量が違う場合や技術提案1と
2の記載量が違う場合は枠線の高さを上下させても構いませ
ん。


